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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものです。

 

２【報告内容】

　（１）当社連結子会社の株式譲渡について（個別・連結）

　　①当該事象の発生年月日

　　　2021年５月31日（譲渡予定日）

 

　　②当該事象の内容

　　　当社は、2021年４月30日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるCENTURY DISTRIBUTION SYSTEMS, INC.

　　（以下、「CDS社」という。）の株式全てをSun Capital Partners, Inc.が運営する投資ファンドへ譲渡することを

　　決定しました。

 

　　③当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

　　　当該事象により、2022年３月期の個別決算において約45億円、連結決算において約50億円の関係会社株式売却益を

　　特別利益として計上する見込みです。

　　　なお、本特別利益の金額は、下記（２）の固定資産売却時の譲渡対価である現金等を原資として、当社がCDS社よ

　　り配当金を受領した後に認識する金額となります。

　　　また、最終的な譲渡価額が当該子会社の財務諸表等を含む本件譲渡契約の条件に基づき決定されるため、変動する

　　可能性があります。

 

　（２）当社連結子会社による固定資産の譲渡について（連結）

　　①当該事象の発生年月日

　　　2021年４月30日（譲渡契約締結日）

　　　2021年５月31日（譲渡資産の引渡し予定日）

 

　　②当該事象の内容

　　　当社は、CDS社の子会社であり、当社の連結子会社であるUNIVERSAL LOGISTICS SYSTEMS, INC.が米国カリフォルニ

　　ア州に保有する土地及び倉庫を、第三者に売却することを決定しました。

 

　　③当該事象の連結損益に与える影響額

　　　当該事象により、2022年３月期の連結決算において約126億円の固定資産売却益を特別利益として計上する見込み

　　です。

 

　（３）当社連結子会社からの剰余金の配当について（個別）

　　①当該事象の発生年月日

　　　2021年５月31日（配当金受領予定日）

 

　　②当該事象の内容

　　　当社は、上記（２）の固定資産売却時の譲渡対価である現金等を原資として、CDS社より約175億円の配当金を受領

　　します。

 

　　③当該事象の損益に与える影響額

　　　当該事象により、2022年３月期の個別決算において、受取配当金約175億円を営業外収益に計上する見込みです。

　　なお、連結子会社からの配当であるため、2022年３月期の連結損益に与える影響はありません。

 

以　上
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